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stimulant.TheovipositionstimulantofB.aLct-
nouswasextractedFrom rootsofArfstotoch'a

debflisSieb.etZucc.,which wassubjectedto

furtheriractionation bymonitoring behavioral

bioassay.Theactiveprinciple(S)wasnotfound

inthesteamdistillatebutintheresidue.Itwas

insolubleinetherandethylacetate,butsoluble

inwater.InthecaseofP.xuthusactiveprin･

ciple(S)wasseparatedfromCitrusnatsudaidaf

Hayata. ThemetllanOlextactwasdissolvedin

waterandfractionatedbywashing withether,
ethylacetate,andn-butylalcoholsuccessively.

Theactivitywasstillremainedinthewater

layer.Thenthewaterlayerwastreated with

activecarbon.Theactivitywasfoundinthe

effluent.Thepaperchromatographicseparation

ofthisfractiondid notgiveanyactiveband

whendevelopedwith n-butylalcohol:ethanoI:

water(3:2:1).Futherfractionationsofthese

fractionsarenowunderinvestigation.
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現代の凸業における出光桐をあつかった成改 まいく

つかあるが,現実にこれをどう解決するかという点に

ついて才主体的に言及したものは少ない.有機既法とか

白然El法とかが説かれ一部では実践されてはいるもの

の,企粒を安定して眺絵するという点からみても,一

般的な解決鰐とはなり柑ないと想われる.この本では.

郡l串で孜が国における害虫防除史,i7川 串でカーソ

ンの ｢沈黙の准｣の波紋,節Ⅱ章で減農薬への具体的

試み,節Ⅳ串で殺虫剤に代わる防除法,第V章で総合

防除の考え方,第Ⅵ草で醤虫防除から害虫管理へのP,･

えが述べられ,著者らの研光成果を中心に,将来の!it

虫防除の方向を示したものとして高く評価できよう.

欲を言えば,この実現のためのもう少し只体的な加古

があってはしかった.また,放薬の安全性については

AID が少し触れられているのみであり, もう少しペ

ージをさいてはしかった.

人類の食粒危機がさけばれるなか,害虫防除にたず

さわる学生,研究者,技術者などには必読の苔であり,

定非ご一読をおすすめする.

(名大員･宮田 正)

｢防虫科学｣バックナンバーの分譲

｢防虫科学｣は本号をもって終刊となります.杏

紙バックナン～の肪人についてしばしば問合せがあ

ります.lLi小品を下記価格で分認いたします.

Vol.17(1952)-Vol.42(1977)

各 Vol. 2,000円

140

Vol･16以前の巻母には既に欠本になったものも

ありますが,御入用の方は巻母御迎絡下さい.価格

を御知らせいたします.
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